
２０２５

１
令和７年

月号
Ｎｏ .３００

広 報 た かしま広 報 た かしま   3 0 03 0 0 号号 　　で 振り返 る 歩 みで 振り返 る 歩 み

祝！祝！　　高島市高島市　　二十歳二十歳

ハタチ × 高島市 ……………………
リハーサル大会を開催 ………………

・１月 26 日日は市議・市長選挙の投票日です………

主
な
内
容

主
な
内
容

特集１

特集２

４
８

13



●写真 /イラスト/感想コーナー

スマートフォンや携帯電
話などからの応募も大歓
迎！また、市のホームペー
ジではカラーで掲載！

応募された作品の中から、編集部

で季節感やユーモアなどを基準に

選考し、20 作品を掲載します。

●みんなで５７５コーナー

【碧い琵琶湖】
雲ひとつない澄み切った碧空の日。琵琶湖も美しい碧色に
なっていたでー♪（たかＰ）

各
コ
ー
ナ
ー
の

申
し
込
み
先

【郵　便】　〒 520-1592　高島市新旭町北畑５６５番地　高島市企画広報課あて
【メール】　kikaku@city.takashima.lg.jp
①住所②氏名③電話番号④コーナー名⑤作品または意見・感想を記載してください。

【留意事項】　 ▼掲載は一人一点 ▼投稿物は返却不可 ▼添削有 ▼市民の方対象

　 　 　 　 　 　 ▼著作権など第三者の権利やプライバシーを侵害していないもの
▼掲載月

▼次回締切

１月27日 （月）
必着

３月号

作
品
や
氏
名
に
は

作
品
や
氏
名
に
は

必
ず
必
ず
ふ
り
が
な

ふ
り
が
な
を
ふ
っ
て
ね
！

を
ふ
っ
て
ね
！

広報誌に写真・イラストを

掲載しませんか？

広報誌への感想を

お聞かせください。

早
一
年　
能
登
復
興
祈
る　
元
旦

神
だ
の
み　
災
害
の
無
い　
ヘ
ビ
の
年

値
上
が
り
で　
だ
ん
だ
ん
消
ゆ
る　
賀
状
か
な

元
日
の　
能
登
を
忘
れ
ぬ　
支
援
の
輪

正
月
や　
棚
田
に
遊
ぶ　
子
猿
達

お
正
月　
あ
れ
こ
れ
夢
を　
袋
づ
め

今
年
こ
そ　
曾ひ

孫
抱
け
る
か　
頬
緩
む

や
き
芋
の　
ほ
ん
の
り
甘
い　
香
り
に
酔
う

ア
ナ
ロ
グ
の　
味
わ
い
深
し　
年
賀
状

咲
き
ほ
こ
る　
山さ
ざ
ん
か

茶
花
食
べ
に　
小
鳥
た
ち

年
賀
状　
く
せ
字
な
つ
か
し　
遠
き
友

孫
が
来
て　
落
ち
葉
の
上
で　
相す
も
う撲

取
る

年
賀
状　
高
島
市
制　
二
十
年

師
走
日
に　
新は
る春
を
想
い
て　
夢
め
ぐ
り

新
年
の　
四
季
移
ろ
い
や　
年
を
食は

む

来
る
年
に　
幸
を
願
い
て　
出
す
賀
状

お
め
で
と
う　
交
わ
す
夫
婦
の　
笑
い
じ
わ

姪
誕
生
～
！　
ポ
ン
ポ
ン
笑
顔
の　
花
が
咲
く

楽
し
い
の　
だ
っ
て
恋
し
て　
い
る
ん
だ
も
ん

松
飾
り　
老
い
て
無
精
で　
絵
柄
貼
り

松
尾　
弘
子
（
新
・
太
田
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

中
村　
明
子
（
安
・
南
古
賀
）

一
井　
　
聡
（
新
・
藁
園
）

中
野　
　
正
（
安
・
田
中
）

岡
本　
良
子
（
安
・
北
船
木
）

古
谷　
君
子
（
今
・
日
置
前
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

西
村　
道
子
（
高
・
拝
戸
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

西
村　
忠
員
（
高
・
拝
戸
）

古
谷　
久
雄
（
新
・
熊
野
本
）

山
路　
政
江
（
今
・
下
弘
部
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

前
川　
安
正
（
新
・
太
田
）

二
宮
亜
希
子
（
安
・
五
番
領
）

杉
本
喜
美
子
（
今
・
弘
川
）

水
野　
初
美
（
マ
・
知
内
）

八
木　
若
水
（
高
・
鴨
）

円
水
正
之
佑
（
マ
・
山
中
）

祝
！
祝
！
2020
年年

祝
！
３
０
０
号

祝
！
３
０
０
号

市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

本
市
は
、
平
成
17
年
１
月
１
日
に
マ
キ
ノ

町
、
今
津
町
、
朽
木
村
、
安
曇
川
町
、
高
島

町
、
新
旭
町
の
５
町
１
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、

高
島
市
と
し
て
誕
生
し
、
本
年
１
月
１
日
を

も
っ
て
、
丁
度
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
20
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
の
も
と
、
多
く
の
課
題
に
対
処
し
、
地

域
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
日

の
高
島
市
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
励
ま
し
や
ご
支
援
の

お
か
げ
で
あ
り
、
改
め
て
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
等
の
喫
緊
の
課

題
を
乗
り
越
え
、「
誰
も
が
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
ま
ち
」
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
門
出
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
々
市
議
会
議
員
の
任
期
も
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
期
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
と
な
り
、
議

会
運
営
や
議
員
と
し
て
の
活
動
に
も
変
化
が

生
じ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
議
員
定
数
の
削
減
や
、

非
常
時
に
お
い
て
も
議
会
運
営
が
滞
と
ど
こ
おる
こ
と

な
く
、
議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
を
適
切

に
果
た
す
た
め
の
高
島
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
、
議
会
報
告
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す

る
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
、
見
え
る
議
会
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
市
政
の
諸
課
題
に
対

し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、
市
民
福
祉
の
向
上

を
第
一
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭べ
ん

撻た
つ
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年頭のごあいさつ

New Year's greetings 2025

高島市長高島市議会議長

福井　正明廣本　昌久

2025.1 月号 22025.1 月号3



20 年の振り返りや事業の紹介は、今年度毎号連
載している「高島市制 20 周年コーナー」に掲載
しています。そちらもぜひご覧ください。

（今月号は P14-15）

磯辺 慶
け い た

太 さん

　20 歳になり、やっと大人になれたという気分
とともに責任という言葉がより一層重たくなった
と思います。20 歳になったということはそれほ
どのものだと実感しています。なので責任を感
じながらも楽しく元気に生きたいと思います。ま
た自分のことは自分でする ! そして少しずつ親孝
行をしていこうと思います！！

内田 大
だ い き

貴 さん

　私が約 20 年間過ごしてき
た高島市での生活を一言で表
すなら、安心できる場所だと
思います。しんどい日々を終
えた後や、どんなに楽しい旅
行をした後でも、高島の地に
足をつけた瞬間、心が休まる
からです。私は、この複雑化
する社会の中で、一人ひとり
に心が休まる場所はなくては
ならないと思います。私にとっ
て高島市はそんな場所であ
り、これからも大切にしてい
きたいと思います。

田谷 莉
り お

桜 さん

　これまで大切に育ててくれた家族
や、近くで支えてくれた友達や先生
方、そして地域のお祭りなどを通し
て多くの方々と知り合い支えられて
きました。
　これからは社会の一員として自覚

のある行動に努めていき
たいと思います。

山本 青
あおぞら

空 さん

　高島市制 20 周年の記
念すべき年に 20 歳を迎
えられてとてもうれしく思
います。
　 高 島 市 の 良 いところ
は、自然が豊かで、小さ
い頃から自然と触れ合う
機会が多く、のびのびと
成長できるところです。
　これから高島市に住み
続けるかは分かりません
が、高島市の発展を期待
しています！

問 企画広報課　 （２５）８１３０

中川 智
と も き

喜 さん

　高島市 20 周年おめでと
うございます。豊かな自然
と箱館山からの眺めが大好
きです。これからも市民や
観光客の心を和ませる存在
であり続けてください。私
自身、若さを大切にし、知
的でたくましい人間を目指
します。

岡田 茉
ま ゆ

優 さん

　私は、通学や帰宅する
ときに見ることができる
高島の空の景色が好きで
す。背の高い建物が少な
いことで空が広く見える
ので、朝焼けや夕焼けを
とても綺麗に見ることが
でき、つい写真に撮って
しまいます。

大森 寧
ねい

 さん

　私は、高島市の夕方か
ら夜にかけての空が好き
で、友達とよく散歩をし
ます。琵琶湖と山々に囲
まれた自然の中で、星空
を眺めながら、心癒され
る瞬間を日常的に得られ
ることが魅力だと感じて
います。

平成１７年１月１日に５町１村が合併して誕生した高島市は、令和７年１月に２０年の佳節を
迎えました。

これまで市民の皆さんと一緒に築いてきた歴史や文化をさらに深め、ますます魅力的な高
島市に向かって歩んでいきます。

今回は、同じく２０歳になられた「二十歳の集い」実行委員のメンバー 13 人に、高島市
への思いや 20 歳の決意を伺いました。

特 集１ 高 島 市 は 2 0 年 を 迎 えました！

ハ タ チ × 高 島 市
～  二 十 歳 の 想 い  ～

2025.1 月号 42025.1 月号5



平
成
17
年
１
月
、
高
島
市
誕
生
と
と
も
に

創
刊
し
た
「
広
報
た
か
し
ま
」
は
、
市
制
20

年
目
を
迎
え
る
今
号
、
偶
然
に
も
記
念
す
べ

き
３
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。

３
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
も
、
広
報
誌
の
作
成
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
工
夫
し
な
が
ら
親
し
ま
れ
る
広
報

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

広
報
た
か
し
ま
の
歩
み

   

広
報
た
か
し
ま   

３
０
０
号

高島市誕生後初の記念
すべき広報誌。

▼１号
　（平成１７年創刊号）

200 号記念の広報誌。
表紙の写真は、実際に
200 号分の広報誌を庁
舎に並べ撮影しました。

▼ 200 号
　（平成２８年９月号）

市民参加コーナー「み
んなのページ」に写真・
イラストコーナーを新
設。

▼２０８号～
　（平成２９年５月号～）

表紙にはこだわりの写真
を掲載。この号で県広
報コンクール「写真の部」
４年連続協会長賞受賞。

▼２４6 号
　（令和２年７月号）

アプリやホームペー
ジ では 196 号 から
カラーにしています。

アプリは
こちらから

マチイロ

スマートフォンアプリで
の配信開始。

▼１９４号～
　（平成２８年３月号～）

辻 純
じゅんな

菜 さん

　20 年のほとんどを高島市
で暮らしてきてますが、今で
も高島市のきれいな自然を
すごく気に入っています。 最
近は琵琶湖の近くにきれいな
ドームのグランピング場がで
き、他県の友達が高島市に遊
びに来て自然を楽しんでいる
のがすごくうれしいです。

齊藤 光
あ き と

人 さん

　20 歳を迎え、自覚と責
任を持って行動し、今後は
チャレンジ精神を忘れず努
力していきたいです。また
親をはじめお世話になった
全ての方々に感謝したいで
す。

井上 力
りき

 さん

　20 歳になり、責任とい
ろいろなことを考えて行動
しなければならないことを
実感しました。
　これからも失敗を恐れず
いろいろなことにチャレン
ジをして、何か一つのこと
を成し遂げ、立派な経営者
になりたいです！

是永 宇
た か し

志 さん

　高島の好きなところは、
大きいクレープ屋があると
ころと、地元の人たちがと
ても優しいところです。
　大学生活も残り半分に
なったところなので、1 日
1 日を無 駄にせず 夢に向
かって努力を怠らないよう
にしていきたいと思います。

髙木 栞
しおり

 さん

　20 歳という節目の歳を迎
え、今まで自分を支えてくだ
さった全ての人に感謝の気持
ちを伝えたいです。
　成人としての自覚と責任を
持ち、社会に貢献できるよう
勉学に励みます。これからも
周りの人を大切にし、少しず
つ恩返しをしていきたいです。

特 集１

長らく２色だった表紙
を年数回カラーにし、
より見やすく。

▼２２３号～
　（平成３０年８月号～）

西川 佳
か の ん

音 さん

　家族と自分のために何か一つ
成功させて立派な経営者になる
こと。そして今の高島市に足り
ないものを僕が作っていこうと
思っています。
　また好きなことをして生きて
いくことが夢です。

つづく

高 島 市 は 2 0 年 を 迎 えました！

ハ タ チ × 高 島 市
～  二 十 歳 の 想 い  ～

2025.1 月号 62025.1 月号7



問 わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ高島市実行委員会事務局
　（国スポ・障スポ大会推進課）　　 （２５）８５６７

　令和７年の本大会開催に向けて、９月に銃剣道競技、ソフトボール競技（成年女
子）、11 月に高等学校野球（軟式）競技、ウエイトリフティング競技のリハーサル
大会を開催しました。結果は次のとおりです。

銃
剣
道
競
技

（
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
銃

剣
道
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
）

【
成
年
男
子
】

　
優　
勝　
兵
庫
県

　
準
優
勝　
滋
賀
県

　
第
３
位　
京
都
府

【
少
年
男
子
】

　
優　
勝　
兵
庫
県

　
準
優
勝　
大
阪
府

　
第
３
位　
滋
賀
県

　
※
項
目
別
の
１
位
の
み
記
載
・
敬
称
略

　
第
61
回
全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会

【
内
閣
総
理
大
臣
杯
】

　
警
視
庁
（
東
京
都
）

【
文
部
科
学
大
臣
賞
（
最
優
秀
選
手
賞
）】

　
木
村 

勇
喜
（
67
㎏
級
）

　
自
衛
隊
体
育
学
校
（
埼
玉
県
）

【
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
】

　
チ
ー
ム
も
も
っ
ち
（
岡
山
県
）

【
官
公
庁
等
チ
ー
ム
】

　
警
視
庁
（
東
京
都
）

【
企
業
チ
ー
ム
】

　
株
式
会
社
久
工
業
所
（
福
島
県
）

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
ティ
ン
グ
競
技

優　
勝　
興
國
高
校
（
大
阪
府
）

準
優
勝　
河
南
高
校
（
大
阪
府
）

高
等
学
校
野
球（
軟
式
）競
技

（
令
和
６
年
度
秋
季
近
畿
地
区
高
等

学
校
軟
式
野
球
大
会
）

優　
勝　
戸
田
中
央
メ
ディッ
ク
ス
埼
玉

（
埼
玉
県
）

準
優
勝　
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス　

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ス
タ
ー
ズ 

（
京
都
府
）

第
３
位　
・
中
京
大
学
（
愛
知
県
）

・ 

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎　

ビ
ー
ク
イ
ー
ン（
群
馬
県
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
成
年
女
子
）

（
皇
后
盃
第
76
回
全
日
本
総
合
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
）

　
第
16
回
全
日
本
女
子
選
抜
選
手
権
大
会

【
団
体
優
勝
・
一
般
】

　
自
衛
隊
体
育
学
校
（
埼
玉
県
）

【
団
体
優
勝
・
高
校
】　

　
日
川
高
校
（
山
梨
県
）

【
最
優
秀
選
手
・
高
校
】

　
佐
藤 

和
花
（
55
㎏
級
）

　
宮
城
県
農
業
高
校
（
宮
城
県
）

【
最
優
秀
選
手
・
一
般
】

　
安
藤 

美
希
子
（
55
㎏
級
）

　
株
式
会
社
日
動
電
設
（
埼
玉
県
）

ソフトボール競技
（成年女子）

９月 29 日月

～ 10 月 1 日水
今津総合運動公園
第１・２グラウンド

高等学校野球（軟式）競技 ９月 29 日月

　  ・30 日火
今津総合運動公園
今津スタジアム

ウエイトリフティング競技 10 月３日金

　   ～７日火
安曇川高校
体育館

銃剣道競技 10 月４日土

　   ～６日月
新旭体育館

本大会開催日
特集２

リハーサル大会を開催

Weight Lifting BaseBall SoftBall

2024.9.14-15 2024.9.82024.11.9-102024.11.20-24

Jukendo
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〇
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の

　
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

受
付
や
ふ
る
ま
い
・
ド
リ
ン
ク 

コ
ー
ナ
ー
で
の
飲
食
物
提
供
、
会
場

の
美
化
活
動
な
ど
、
来
場
さ
れ
た
方

へ
の
お
も
て
な
し
に
、
35
人
の
方
に

従
事
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
銃
剣
道
競
技
で
は
、
市
内
中
学
生

が
プ
ラ
カ
ー
ド
係
や
式
典
係
な
ど
の

「
競
技
補
助
員
」
と
し
て
運
営
に
従

事
し
た
ほ
か
、
湖
西
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
、
開
・
閉
会
式
や
表
彰
式

で
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
の

お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
で
は
、
競
技
会

場
と
な
っ
た
安
曇
川
高
校
の
生
徒
会

に
よ
っ
て
、
ふ
る
ま
い
の
お
菓
子
等

の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍

市
内
小
中
学
校
の
授
業

〇
市
民
協
働
活
動

　
11
月
に
実
施
し
た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
活
動
で
は
、
29
人
の
方
に
今
津
ス

タ
ジ
ア
ム
お
よ
び
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺

の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
大
会
啓
発
の
た
め
、
大
会
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
「
シ
ャ
イ
ン
！！
」
の
手
話
歌

を
披
露
す
る
ボ
ラ
ン
ティ
ア
団
体「
シ

ャ
イ
ン
ズ
」
が
誕
生
し
、
市
内
各
地

で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
こ
れ
ま

で
18
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
滋
賀
県
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
局

主
催
で
、
９
月
に
は
マ
キ
ノ
南
小
学

校
で
「
炬き
ょ
か火
受
皿
づ
く
り
」、
10
月

に
は
青
柳
小
学
校
で
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
役
所
で
職
場
体
験
学
習

を
行
っ
た
湖
西
中
学
校
の
生
徒
が
、

企
画
広
報
課
と
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大

会
推
進
課
の
共
同
で
開
催
し
た
広
報

活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

に
参
加
し
た
ほ
か
、
高
等
学
校
野
球

（
軟
式
）
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の

開
催
準
備
を
手
伝
い
ま
し
た
。

内容は予告なく変更する場合があります。

９月から始まる「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ」の成功
には、皆さんの支援が欠かせません。「オール高島」、そして

「オール滋賀」で大会を盛り上げましょう！

令和７年の国スポ・障スポ関連スケジュール

高島市在住・出身の選手・監督
「ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポ」で活躍！

　９・10 月に佐賀県で行われた「第 78 回国民スポーツ大会」・「第 23 回全国障害者スポーツ大会」に、
高島市在住・出身の選手、監督が出場され、次のとおり入賞されました。

※…高島市出身者

３月上旬～４月下旬
炬火名募集
　わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポにおいて高島市が採火する炬火（＝オリ
ンピックでいう聖火）の名称を募集します。

３月 23 日 日

国スポ・障スポ開催２００日前イベント
　ＳＡＧＡ２０２４国スポ（第 78 回国民スポーツ大会）の参加報告会を行い
ます。
　【会場】安曇川公民館

５月 18 日 日 デモンストレーションスポーツ　里湖で地域を結ぶウォーキング
　【会場】マキノ地域特設ウォーキングコース

５月 25 日 日
第 24 回全国障害者スポーツ大会

「わた SHIGA 輝く障スポ」リハーサル大会ソフトボール競技
　【会場】今津総合運動公園

６月下旬
わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ高島市炬火イベント
　本大会で使用する炬火を、火おこし器で採火するイベントです。
　【会場】今津総合運動公園

結果 競技 種別 種目 氏名 所属

国
ス
ポ

1 位 セーリング 成年女子 国スポウインド
サーフィン級 伊勢田　愛 公益財団法人

滋賀県スポーツ協会

2 位 陸上 少年男子
共通 800m 落合　晃※ 滋賀学園高校

2 位 トライアスロン 成年男子 内田　弦大※ 公益財団法人
滋賀県スポーツ協会

5 位 ウエイト
リフティング 成年男子 67kg 級スナッチ 大塚　和 新旭電子工業株式会社

5 位 空手道 成年男子 組手個人 蜜口　太一 新生化学工業株式会社

6 位 ソフトテニス 少年男子 村井　晋之介 立命館守山高校

障
ス
ポ

3 位 ボウリング 青年 － 野元　栄作 －

職場体験

国スポ・障スポ教室

シャインズ

ボランティア

炬火受皿づくり

特集２

リハーサル大会を開催
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問 

上
下
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン
タ
ー　

（
２
５
）
８
５
７
６

問
都
市
政
策
課　

（
２
５
）
８
５
７
１

パイロットパイロット
マークマーク

〇
凍
結
に
よ
る
漏
水
を
防
ぐ
に
は

・ 

屋
外
の
配
管
や
立
水
栓
に
布
や
配

管
保
温
材
な
ど
を
巻
き
つ
け
て
保

護
す
る
。

・ 

水
道
管
の
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
と

き
は
、
蛇
口
か
ら
鉛
筆
の
芯
く
ら

い
の
太
さ
で
水
を
出
す
。

・ 

長
期
使
用
し
な

い
場
合
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
止
水
栓
を
閉
め

る
。

・ 

凍
結
し
た
場
合

は
、
タ
オ
ル
な
ど

を
置
い
た
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。

※ 

凍
結
部
分
に
直
接
熱
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
破
損
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

スマホ等を保持しながらの運転

〇スマホ等を手で持ち通話をしながら運転した場合
〇スマホ等を手で持ち画面を注視しながら運転した場合
　→６か月以下の懲役または 10 万円以下の罰金

さらに…
〇 ながら運転で事故などの交通の危険を生じさせた

場合
　→１年以下の懲役または 30 万円以下の罰金

※「ほう助」とは犯罪を手助けする行為のこと。
〇酒気帯びで自転車を運転した場合
〇 酒気帯び運転をするおそれのある人に車両を提供

した場合
　→３年以下の懲役または 50 万円以下の罰金

〇 運転する可能性のある人に酒類を提供したり飲酒
を勧めたりした場合

〇 運転者が酒気を帯びていることを知りながら同乗し
た場合

　→２年以下の懲役または 30 万円以下の罰金

自転車の酒気帯び運転、
　　それを「ほう助」するのも

　
冬
の
寒
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
る
と
、
気

温
が
氷
点
下
に
な
る
日
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
日
は
、
凍
結
に
よ
っ
て

水
道
管
が
破
損
し
、
漏
水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
思
わ
ぬ
出
費
を
防
ぐ

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
11
月
１
日
か
ら
、自
転
車
の
運
転
中
に
お
け
る
「
な
が
ら
運
転
」
と
、「
酒

気
帯
び
運
転
等
」
の
罰
則
規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
自
動
車
の
み
な
ら
ず
、
自
転
車
に
よ
る
死
亡
事
故
や
重
大
事
故

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
新
年
会
や
歓
送
迎
会
な
ど
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
る
季
節
で
す
。
自
転
車
運
転
時
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
、
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

〇
漏
水
の
調
べ
方

　
蛇
口
を
全
て
閉
め
た
状
態
で
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

（
銀
色
の
コ
マ
）
が
回
っ
て
い
る
場

合
は
、
漏
水
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り

ま
す
。

〇
漏
水
を
発
見
し
た
ら
・
・
・

　
止
水
栓
を
閉
め
、
高
島
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ
漏
水
箇
所
の

調
査
・
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

指
定
の
工
事
業
者
で
修
理
を
す
る

と
、
条
件
に
よ
っ
て
料
金
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　高島市議会議員一般選挙と高島市長選挙が行われます。皆さんの意思を市政に反映
させる大切な選挙です。大切な１票を無駄にしないよう、忘れず投票しましょう。

告 示 日：　１月 19 日日
投 票 日：　１月 26 日日
投票時間：　７時～ 20 時

※次の投票所では閉鎖時間が繰り上げになっていますのでご注意ください。

　投票できる方
　次の条件をすべて満たす方が対象です。
　なお、この条件を満たしていても、市外に転
出されると投票できなくなります。

①平成 19 年１月 27 日以前に生まれた方
②令和６年 10 月 18 日以前に高島市の住民基

本台帳に登録され、引き続き３か月以上住所
がある方

③選挙人名簿に登録されている方

○長期入院（療養）の場合
　入院中の病院や入所している老人ホーム等の施
設が不在者投票施設に指定されている場合は、そ
の施設内で投票することができます。
※施設長が本人の代わりに投票用紙を請求するこ

とができます。　

○出張等で市外にいる場合
　高島市選挙管理委員会に「不在者投票宣誓書（兼
請求書）」を提出し、投票用紙等を請求すること
ができます。請求を受けた場合は、投票用紙等を
郵送しますので滞在先の選挙管理委員会で投票を
行ってください。　郵送での手続きとなりますので時
間がかかります。余裕を持って申請してください。

○身体の重度な障がいや病気のために、
　投票所へ行って投票することができない場合
　自宅で投票用紙に記入して、郵送で投票する郵
便投票という制度があります。ただし、条件は法で
定められていて、障がいのある方すべてが対象と
なる訳ではありません。
　この制度による投票を希望される場合は、「郵便
投票証明書」が必要となります。選挙期日の告示日

（１月 19 日）までに郵便投票証明書の申請をして
ください。

このような場合も
投票できます

絶対

ダメ！

絶対

ダメ！

※ 入場券が届いていない場合や、紛失した場合等、
手元にない場合でも投票することはできます。

 投票所入場券・選挙公報の配布予定日

入場券 １月 15 日 水  ～ 17 日 金
選挙公報 １月 22 日 水  ～ 24 日 金

　投票所を変更します
　次の投票区は投票所が変更となりますのでご
注意ください。

第 21 投票区 今津東コミュニティセンター
　→ 高島市民会館

第 38 投票区 朽木村井集会所
　→ 朽木大野集会所

　期日前投票をご利用ください
　投票日に、仕事や旅行、冠婚葬祭などの理由
で投票所へ行けない方は、期日前投票をご利用
ください。

投票所
本庁、マキノ支所
今津老人福祉センター、朽木支所
安曇川ふれあいセンター、高島支所

期　間 １月 20 日 月～ 25 日 土
８時 30 分～ 20 時

問 高島市選挙管理委員会事務局　 （２５）８５３８

18 時まで 在原、天増川、椋川、雲洞谷、中牧、平良

19 時まで 野口、山中、下、浦、小荒路、石庭、牧野、上開田、保坂、
角川、栃生、麻生、地子原、大野、黒谷、畑

12 月 28 日（土）から１月５日（日）まで市役所・各支所はお休みです。

漏
水
に
ご
注
意
！

冷
え
込
む
前
に
水
道
管
の
確
認
を
！

自
転
車
だ
か
ら
っ
て
甘
く
考
え
な
い
で
！

自
転
車
の
な
が
ら
運
転
・
酒
気
帯
び
罰
則
強
化

お知らせ

Information

お知らせ

Information

市議・市長選挙の投票日です１月26日日は
お知らせ拡大版
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11/ ９・10　道の駅マキノ追坂峠

　　　　 開業 20 周年記念 峠の感謝祭

　（一般社団法人  めいどいんマキノ）　

11/ ３・４　たかしま里山里湖マルシェ

　　（たかしま里山里湖マルシェ実行委員会）

11/ ９　今津壱番市
　 　（高島市今津地域住民自治協議会）11/ ９　子どもの夢をイラストにして応援しよう

（一般社団法人あすラボ）　

11/ ４　高島市内吹奏楽部 with　　　　　早稲田摂陵高等学校ウィンドバンド　　　　Joint Concert 2024　　　　　（虹の街 Harmony）

11/ ２～４　朽木文化祭
（朽木文化祭実行委員会）

４月　並木カフェメタセコイア
オープン

６月　株式会社 PLANT と災害
救助に必要な物資の調達
等の協定締結

４月　株式会社 セブンイレブン
と地域活性化包括連携協
定締結

５月　市役所本庁舎がグランド
　　　オープン

11 月　子育て応援アプリ「はぐっ
とナビたかしま」開始

７月　児童発達支援センター　　
　　　「エール」開所

　11 月 30 日（土）、今津総合運動公園で７年
ぶりとなる「産業フェア＆そばフェスタ」を開催
しました。当日は、晴天に恵まれ前回を大きく
上回る約７千人の方が来場されました。
　会場には高島市の特産品が一堂に集まり、ス
テージでは、吉本芸人のライブやダンス等の発
表、グラウンドでは OBC 高島の野球教室など、
さまざまなイベントが開催され、家族連れを中心
に多くの方で賑わい、笑顔で包まれました。

　市制施行 20 周年を記念して、高島市にまつ
わる歌を集めた「たかしまの歌・アーカイブ」ホー
ムぺージを作成しました。
　このページでは、市の事業で作成した歌や、
旧町村の歌、各小中学校の校歌に加え、市民の
方から応募のあった歌や歌詞を公開しています。
歌を聴いたり、歌詞を読んだりすることで、高島
市の情景に想いを馳せてみませんか？

▼掲載ページ
　市ホームページ → 高島市制 20 周年記念　
　　→ 市主催事業 → たかしまの歌アーカイブ

11 月に開催した 20 周年記念
事業をご紹介します。

11 月前半分となります。後半分は次号に掲載します。
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連携事業

冠事業

ホームページ
はこちら
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産業フェア＆そばフェスタ
特産品と笑顔に包まれた一日「たかしまの歌・アーカイブ」

ホームぺージを作成しました

問 企画広報課　 （２５）８１３０

今年度、市制 20 周年にあたることから、20 周年事業の
お知らせを行うほか、写真で 20 年を振り返ります。

20 周年特設
サイトはこちらから

CHECK!!

20年写真で
振り返る
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